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協働による
地域づくり

地域と企業が
連携した取組みが、

各地に広がっています‼

　
港
南
区
が
掲
げ
る
「
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
」
。

行
政
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
だ
け
で
は
な
く
、
行
政
と

区
民
、
企
業
等
が
協
力
し
て
よ
り
良
い
地
域
を
目
指
す

独
自
の
取
り
組
み
だ
。
今
年
で
開
始
か
ら
12
年
。
港
南

区
連
合
町
内
会
連
絡
協
議
会
（
区
連
会
）
の
古
屋
会

長
、
髙
森
顧
問
と
栗
原
区
長
に
取
り
組
み
へ
の
思
い
な

ど
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

　
――
最
初
に
提
唱
さ
れ
た

２
０
１
３
年
、
髙
森
顧
問
は

区
連
長
、
区
長
は
地
域
振
興

課
長
で
し
た
。
ど
の
よ
う
な

考
え
で
始
め
た
の
で
す
か
。

　
髙
森
「
当
時
、
私
は
地
域

づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、
行

政
に
全
て
お
願
い
し
て
や
っ

て
も
ら
う
姿
勢
で
は
、
人
口

減
少
・
超
高
齢
化
社
会
を
乗

り
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
。

　
何
も
か
も
行
政
頼
り
に
す

る
の
で
は
な
く
自
分
た
ち
で

で
き
る
と
こ
ろ
は
、
ま
ず
自

分
た
ち
で
や
る
。
そ
し
て
私

た
ち
に
で
き
な
い
部
分
を
行

政
に
担
っ
て
も
ら
う
。
そ
う

い
う
役
割
分
担
が
必
要
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
区
連
会
で
提
案

し
た
の
で
す
が
、
議
論
が
噴

出
し
、
な
か
な
か
ま
と
ま
り

づ
く
り
を
進

め
る
上
で
大

切
な
の
は
担

い
手
で
す
。

そ
こ
で
、
地

域
活
動
者
と

区
役
所
の
職

員
が
一
緒
に

学
べ
る
場
を

作
り
ま
し

た
。
街
に
課

題
を
持
つ

人
々
が
集
ま

り
、
共
有

し
、
解
決
方
法
を
探
る
こ
と

で
互
い
の
学
び
の
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
」

　
――
卒
業
し
た
地
域
活
動

者
は
そ
の
後
、
地
域
内
で
活

躍
し
て
い
ま
す
か
？

　
栗
原
「
卒
業
生
は
２
４
４

人
と
な
り
、
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま

す
。
10
年
目
か
ら
は
、
企
業

も
協
働
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

る
と
の
考
え
か
ら
、
地
域
の

皆
様
に
も
参
加
頂
い
て
い
ま

す
。
卒
業
生
が
『
協
働
に
よ

る
地
域
づ
く
り
』
の
屋
台
骨

と
し
て
街
づ
く
り
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
」

　
――
古
屋
会
長
は
２
０
２

２
年
に
区
連
長
に
な
り
ま
し

た
。
取
り
組
み
に
変
化
は
あ

り
ま
す
か
？

　
古
屋
「
私
は
、
学
び
舎
ひ

ま
わ
り
の
校
長
と
し
て
、
先

輩
た
ち
が
積
み
上
げ
て
く
れ

た
も
の
を
、
引
き
継
ぎ
つ
つ

も
、
深
化
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
昨
年
12
月
に
発

足
し
た
『
こ
う
な
ん
災
害
時

協
働
隊
』
は
、
学
び
舎
ひ
ま

わ
り
の
受
講
生
が
、
“
地
域

の
課
題
を
見
つ
け
て
解
決
す

る
た
め
の
プ
ラ
ン
を
作
る
”

と
い
う
、
卒
業
制
作
が
ヒ
ン

ト
に
な
っ
て
で
き
た
も
の

ま
せ
ん
。
私
は
、
こ
の
こ
と

は
多
数
決
で
決
め
る
も
の
で

は
な
く
、
連
長
全
員
が
納
得

し
て
、
同
じ
方
向
を
向
か
な

け
れ
ば
進
め
ら
れ
な
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
何
度
も

議
論
を
重
ね
、
泊
り
が
け
で

議
論
す
る
場
も
２
回
も
設
け

て
、
よ
う
や
く
、
『
こ
れ
で

や
っ
て
み
よ
う
』
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
」

　
栗
原
「
10
年
以
上
前
に
こ

れ
か
ら
の
社
会
情
勢
や
、
地

域
の
在
り
方
を
考
え
よ
う
と

す
る
髙
森
顧
問
の
姿
に
感
銘

を
受
け
た
の
を
鮮
明
に
覚
え

て
い
ま
す
」

　
――
最
初
に
始
ま
っ
た
の

は
地
域
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
育

成
を
目
的
と
し
た
「
学
び
舎

ひ
ま
わ
り
」
で
し
た
。
当
時

の
こ
と
を
教
え
て
下
さ
い
。

　
髙
森
「
協
働
に
よ
る
地
域

協働による
地域づくり

で
、
一
歩
前
に
進
ん
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
受
講
生
同
士
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
大
事
に
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」

　
――
区
長
は
「
こ
う
な
ん

災
害
時
協
働
隊
」
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
か
？

　
栗
原
「
こ
の
制
度
が
で
き

た
こ
と
で
、
企
業
の
皆
様
が

協
働
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

関
わ
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
な

り
、
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く

り
の
ス
テ
ー
ジ
が
一
段
上

が
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
登
録
事
業
所
の

皆
様
と
地
域
の
皆
様
と
の
見

え
る
関
係
作
り
を
進
め
な
が

ら
、
制
度
を
広
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
――
協
働
に
よ
る
地
域
づ

く
り
は
今
後
ど
の
よ
う
に
進

む
の
で
し
ょ
う
か
。

　
古
屋
「
現
在
で
も
様
々
な

場
所
で
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
月
８

日
に
は
『
元
気
な
地
域
づ
く

り
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
が
開
か

れ
、
各
々
の
取
り
組
み
を
共

有
し
ま
す
。
今
後
は
さ
ら
に

連
携
の
輪
を
広
げ
、
安
心
・

安
全
な
街
を
作
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」

　
栗
原
「
課
長
時
代
に
土
台

が
で
き
、
４
年
前
に
区
長
と

し
て
帰
っ
て
き
た
時
に
は

『
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く

り
』
が
し
っ
か
り
と
根
付
い

て
い
る
こ
と
に
喜
び
を
覚
え

ま
し
た
。
今
後
も
港
南
区
の

文
化
と
し
て
未
来
へ
引
き
継

が
れ
て
い
く
よ
う
に
、
地

域
、
企
業
な
ど
の
皆
様
と

タ
ッ
グ
を
組
ん
で
『
ふ
る
さ

と
港
南
』
を
育
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」

髙森政雄顧問 栗原敏也区長

古屋文雄会長

協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り―

。
区
民・企
業・行
政
等
が一丸
に

｢

港
南
区
の
文
化
と
し
て
未
来
へ｣

（株）カメリアブラン 取締役
中濱舞さん

横浜南法人会 副会長
江塚潔さん

（有）稲村建具 代表取締役
稲村直之さん

　「企業として地域に何かできることはないか」と思う中で、学び舎ひま
わりに参加しました。参加者がグループに分かれて行う「街歩き」が印象
に残っています。毎日、車で通過している場所でも参加者と歩くことで
「この空き地をうまく使えば、人々が交流できるスペースになるのではな
いか」というような発見がありました。これからも「地域にあって、良
かった」と思われる企業を目指して、地域に目を向けていきたいです。

　当時、所属していた商店街連合会からの推薦で、参加しました。私は受
講する中で、地域のお困りごとと解決に結びつく情報をマッチングする仕
組みをつくりたいと考えました。自分のプランについて、他の受講生から
アドバイスをもらったり、他の方のプランを聞いて刺激をもらったりし
て、アイデアがまとまっていきました。参加者同士で学びあえることが学
び舎ひまわりの最大の魅力だと思います。

　私は商工会議所からの推薦で参加しました。参加している地域の皆さ
んの「地域に対する思いの強さ」に驚きました。普段関わらない区民の
方々が地域に対して抱く考えや課題を知ることで企業人としての視野が
広がります。また、企業が持っているノウハウを参加者と共有できると
ころも利点ですね。私が副会長を務める横浜南法人会でも、所属企業に
参加を呼びかけています。

「学び舎ひまわり」は、協働による地域づくりのリーダー育成を目的に2013
年から始まった講座。企業枠の卒業生に話を聞いた。

“協働”の種まきをする
卒業生

Topic③
学び舎
ひまわり

港　 南区「協働による
地域づくり」特別号

さまざまな食材を
運ぶ移動販売‼     

つま正の新鮮野菜！！

笹寿会
岡田 正紀
相談役

小野 順子
会長

　「旬の野菜はある？」「今日は惣菜にしようかしら」「ま
だ、パン残ってるの」―。笹下台団地の住民から構成された
笹寿会（小野順子会長）が中心となり、毎週木曜日に「ささ
げ台マルシェ」を開催している。イオンフードスタイル港南
台店の移動販売に加え、つま正による新鮮野菜の販売、地域
活動ホーム「そよかぜの家」のパン販売に団地住民らが集
い、いこいの場になっている。
　団地住民の高齢化により、孤立や買い物難民などの課題が
出てきた。２０２０年から移動販売等を呼び、それに合わせ
てカフェなどを設けて、住民が交流する取り組みが行われて
いる。地域のNPO法人メンタルサービスネットワークの利
用者もボランティアで設営を手伝うなど地域の輪が広がって
いる。小野会長は「皆で協力して活動を継続していきたい」
と笑顔で話す。

移動販売等で
｢まちを元気に｣

Topic①
笹下地区

複数施設・団体が協力

どれがいいかな？

｢街と企業 上手な
タッグで ５･７･５｣

Topic②
港南台地区

我が暮らし
 君の笑顔が
　あってこそ

どうなんだい
 やっぱり住むなら
    こうなんだい

　「夫婦愛　何にも勝る　長寿薬」「ひまごちゃん　あいを
もらって　おかねとぶ」「夢を見て　初めて気付く　地元
愛」「大掃除　年々手を抜く　老夫婦」―。港南台エリアで
初めて行われた「港南台川柳大会２０２４」のテーマは
「愛」。２４５点の応募があった。
　主催したのは、港南台地区センター、港南台コミュニティ
ハウス、蓬莱荘、港南台地域ケアプラザ。実施にあたって、
港南台連合自治会（川島千春会長）や港南台商店会（安藤佳
之会長）に協力を仰ぎ、地域企業など１７社が協賛、広報な
どの支援を行った。
　企画を主導的に進めた港南台地区センターの谷田貝雪絵副
館長によると「様々な企業団体がつながったことで面白さが
生まれた」という。企画をきっかけに、施設の利用者や店舗
への来店者が増えた。谷田貝さんは「今後も施設、地域、企
業が協力し連携を強化していきたい」と話した。

スポーツ感覚でごみ拾い
〜地域の事業所も一緒に〜

Topic④
芹が谷地区

　芹が谷連合自治会（飯島英夫会長）と芹が谷地区社
会福祉協議会（小池雅子会長）が共催する「クリーン
スポーツ大会」は今年で11回目の開催を迎えた。
「連合のみんなが参加できるようなイベントを開催し
たい」という思いのもとに、飯島会長が中心となって
立ち上がった同大会。参加者は５人以内のチームでご
みを集め、その量を競う。参加者は会話や街歩きを楽
しみながら、ごみ拾いに取り組んだ。
　今年は障害者施設の「芹が谷やまゆり園」と地域作
業所の「フラワーロード」が初参加。日頃から積極的
に地域活動を行っている。どちらも芹が谷地区内の事
業所で、小池会長は「イベントを企画するとき、よく
近隣の事業所にはお声がけしています。地域に馴染ん
でいただく機会を提供できれば」という。地域みんな
で楽しんだイベントとなった。

よく探すと、意外にごみがあるな

これで何キロかな？
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❽根本建設㈱
「仮設住宅の
建設も視野に」

根本 慶次専務取締役

　芹が谷に本店を構える総合建設業の根本建設
です。地元、港南区のためならと災害時協働隊
に名乗りを上げました。中型トラックや乗用車
など20台程の車両もあり、発災時の物資・負
傷者等の運搬・搬送を手伝える体制は整ってい
ます。また、発電機や電動工具、スコップ、
シャベルなども揃っており、障害物、土石流の
撤去など可能な範囲でサポートすることを想定
しています。

　さらに、港南区内や横浜市内
を中心とした協力会社から組織
された根本建設災害防止協力会
（正会員１０８社）との連携も
考えられます。大規模災害時に
は仮設住宅の建設も視野に入れ
ています。

12ALOHA歯科
「避難所での
治療にも備え」

森 隆彰院長

　上永谷駅近くの丸山台いちょう坂商店街で
2024年に開院したALOHA歯科です。商店街の
会長から紹介していただいたことをきっかけ
に、協働隊へ参加しました。医院のある上永谷
駅周辺は、幼少期から10年ほど野庭団地で暮
らしていたこともあって非常に馴染み深いエリ
アです。このような形で、地域の役に立てるこ
とを嬉しく思います。
　災害時、数に限りはありますが歯ブラシや歯
磨き粉を周辺地域の方々にお渡
しすることを想定しています。
また、訪問治療の設備も整えて
います。入れ歯の簡単なメンテ
ナンスなどを近隣の避難所で行
うことも考えながら、「もしも
の時」に備えます。

❹YOU SHOP
マルヤス港南
「商店街が支援の窓口に」

店主　本間 泰輔さん

　上永谷で二輪車の販売、修理を手掛けている
YOU SHOPマルヤス港南です。二輪車だけでな
く、エンジンの修理、トラックでの運搬等、ど
んなことでも協力します。
　また、私は港南区商店街連合会の会長も務め
ています。商店街加盟店は小さい店も多く、災
害時に大きな力とはなれないかも知れません。
しかし、店を構え、日頃から地域住民と接して
いることが強みになると考えます。顔を知って

いる関係性だからこそ相談でき
ることもあると思います。住民
の困りごとを聞き、行政や解決
可能な大きな企業へとつなぐ役
割を果たしたいです。商店街は
住民と行政・企業間をつなぐ窓
口になります。

さん

港南台

環状3号線

舞岡上郷線

鎌倉街道

環状2号線

港南中央

上大岡

港南台IC

横浜
横須賀道路

別所IC

下永谷
上永谷
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最新の登録事業所はこちら

「こうなん災害時協働隊」
事業所マップ

港南三丁目５番21号

港南台四丁目39番7号

上永谷町4611番103

丸山台二丁目12番10号

日野二丁目４番６号 ３F

日野中央二丁目32番37号

野庭町361番3

芹が谷一丁目８番18号

港南中央通６番２号

笹下五丁目25番16号-101

港南中央通４番11号

港南中央通8番36号

日野五丁目30番20号

丸山台三丁目21番3号

丸山台二丁目17番14号

丸山台二丁目12番1号

上永谷三丁目13番９号

丸山台三丁目40番２号

丸山台二丁目２番６号

日野五丁目31番15号

東芹が谷10番5号

下永谷三丁目73番11号

芹が谷一丁目26番10号

下永谷三丁目３番38号

港南台四丁目7番23号

日野中央一丁目19番4号

日野七丁目22番19号

日野九丁目26番2号

港南三丁目5番15号

港南五丁目1番8号

笹下一丁目5番9号

日野中央一丁目15番14号

丸山台三丁目11番14号

丸山台三丁目40番２号 １F

丸山台一丁目11番6号 国際ビル101

笹下一丁目２番17号 ２Ｆ

丸山台二丁目30番10号

野庭町633番

丸山台一丁目13番１号 　
ラポルト上永谷 B1

事業所の
所在地付近

事業所の
所在地付近

事業所の
所在地付近
事業所の
所在地付近
事業所の
所在地付近
事業所の
所在地付近

事業所の
所在地付近

事業所の
所在地付近
事業所の
所在地付近
事業所の
所在地付近

事業所の
所在地付近
事業所の
所在地付近
事業所の
所在地付近
事業所の
所在地付近

事業所の
所在地付近

事業所の
所在地付近

事業所の
所在地付近

事業所の
所在地付近

事業所の
所在地付近

事業所の
所在地付近
事業所の
所在地付近
事業所の
所在地付近
事業所の
所在地付近

事業所の
所在地付近

上大岡西一丁目13番15号
コーエービル 4F

サービス付き
高齢者向け住宅

大久保２丁目３番15号
アン上大岡Ｂー４

丸山台三丁目２番１号
パレスTSK3 １階

上大岡西一丁目6番1号
ゆめおおおかオフィスタワー２ ２F

上永谷二丁目11番1号
いずみプラザ上永谷116号

港南台四丁目17番22号
キタミビル ２F

卸売業・小売業

建設業

建具・家具製造

バイク・自転車業

不動産管理

建設業

建設業

総合建設業

飲食業

弁当製造販売

建築業

歯科医院

建設業

葬祭業

小売業

建設業

オートバイ販売店

小売業

都市ガス関連事業

保険代理店

建設業

飲食業

福祉業

製造業

建設業

製造業

建設業

宗教法人

理容業

医療

建設業

建設業

教育

運送業

クリーニング

公的保証

飲食業

小売業

飲食店

サービス業

建設業

製造販売

サービス業

教育

区内全域

区内全域

区内全域

区内全域

区内全域

区内全域

区内全域

区内全域

区内全域

区内全域

区内全域

区内全域

区内全域

区内全域

区内全域

区内全域

区内全域

区内全域

区内全域

区内全域

区内全域

・物資の提供
・物資・負傷者等の運搬・搬送

・場所の提供
・トイレ等の提供
・物資・負傷者等の運搬・搬送
・場所の提供
・障害物の撤去・片付け

・場所の提供

・場所の提供 ・障害物の撤去・片付け
・理美容サービスの提供 ・頭髪のカット
・物資の提供 ・物資・負傷者等の運搬・搬送
・場所の提供 ・障害物の撤去・片付け
・トイレの提供 ・負傷者の応急手当及び搬送
・障害物の撤去・片付け
・重機による障害物の撤去等
・物資・負傷者等の運搬・搬送
・障害物の撤去・片付け

・場所の提供

・場所の提供
・物資・負傷者等の運搬・搬送
・場所の提供
・障害物の撤去・片付け
・物資・負傷者等の運搬・搬送
・クリーニングの提供
・場所の提供
・障害物の撤去、片付け
・ＡＥＤ貸出
・物資の提供
・物資・負傷者等の運搬・搬送
・障害物の撤去・片付け
・物資の提供
・場所の提供
・物資の提供
・場所の提供

・発電機貸出等
・物資の提供
・負傷者等の運搬・搬送
・障害物の撤去・片付け
・物資の提供
・物資・負傷者等の運搬・搬送
・場所の提供 ・災害時避難場所への畳提供
・物資の提供 ・物資・負傷者等の運搬・搬送
・場所の提供
・ＳＮＳや地域情報サイトでの災害情報発信や共有
・場所の提供
・ペットへの対応

・物資・負傷者等の運搬・搬送
・電気空調設備の修理
・物資・負傷者等の運搬・搬送
・場所の提供 ・障害物の撤去・片付け
・避難所にある電気機器の修繕
・物資・負傷者等の運搬・搬送  ・場所の提供
・障害物の撤去・片付け  ・修理全般（二輪車・建具等）
・倒壊樹木・ブロック塀土砂の撤去等

・場所の提供
・障害物の撤去・片付け
・停電時の電気提供
（太陽光パネルの電気活用）

・修理全般（二輪車・建具等）
・場所の提供

・場所の提供

・物資の提供

・物資の提供
・物資・負傷者等の運搬
・搬送,障害物の撤去・片付け
・修理全般（二輪車・建具等）
・物資・負傷者等の運搬
・搬送,障害物の撤去・片付け
・その他（口腔ケアなど）
・物資・負傷者等の運搬・搬送
・障害物の撤去・片付け
・修理全般（二輪車・建具等）

・物資の提供
・物資・負傷者等の運搬・搬送
・場所の提供・障害物の撤去・片付け

・物資の提供
・物資・負傷者等の運搬・搬送
・場所の提供・障害物の撤去・片付け
・場所の提供
・修理全般（車両）

・修理全般（二輪車・建具等）

・物資の提供
・修理全般（二輪車・建具等）

・物資の提供
・物資・負傷者等の運搬・搬送

・都市ガスを中心とした住宅設備
機器の修理等を含むインフラ復旧
・物資の提供 ・震災記録の撮影
・保険請求のお手伝い・減災についての情報提供
・BCP策定支援 ・災害備蓄品の情報提供
・物資の提供
・物資・負傷者等の運搬・搬送
・障害物の撤去・片付け

・物資・負傷者等の運搬・搬送
・場所の提供・障害物の撤去・片付け
・修理全般（二輪車・建具等）

・物資の提供・物資・負傷者等の運搬・搬送
・場所の提供・障害物の撤去・片付け
・修理全般（二輪車・建具等）

・物資の提供・物資・負傷者等の運搬・搬送
・障害物の撤去・片付け
・修理全般（二輪車・建具等）

株式会社八千代ポートリー
株式会社キクシマ
有限会社稲村建具
YOU SHOPマルヤス港南
株式会社髙森
ミネ工業株式会社
株式会社櫻井
根本建設株式会社
トリゴコロ
花花弁当
株式会社フリースタイル
ALOHA歯科
株式会社建幸
株式会社清水康益社
株式会社 アクセス
株式会社 三友ファスニング
SBSパワーズ
有限会社 早川金物
東京ガスエコモ株式会社
MINATO株式会社
株式会社 オカザキ
パン工房 ボン・グゥ

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２

２３
２４
２５
２６
２７
２８
２９
３０
３１
３２
３３
３４
３５
３６
３７
３８
３９
４０
４１
４２
４３
４４
４５

株式会社 和光
株式会社 黄金メッキ工場
株式会社 ヘルツ
港南テクニクス株式会社
山創建設株式会社
創価学会 港南文化会館
ヘアサロン・スカット
（医社）成澤会 清水橋クリニック
有限会社 一建テック
株式会社新世
横浜ベイテラス港南中央
あゆみ幼稚園
株式会社宮島運輸
㈲稲村クリーニング店
横浜市信用保証協会 南部支所
加賀風料理 三っ橋
アプリーレ　ラ　ポルタ
炭火焼きホルモンやざわ
株式会社 伊東電機
創和ガーデン株式会社
内藤たたみ株式会社
株式会社イータウン
学校法人ミネルヴァ学園 野庭幼稚園

№ 事業所名 住所 業種 協力区域 協力内容
「こうなん災害時協働隊」登録事業所一覧（2025年2月20日時点） ※最新の登録事業所は上記二次元コードのサイトをご覧ください

こうなん災害時協働隊 ■こうなん災害時協働隊とは…大地震が発生した
時に、地域の復旧活動への支援や、避難所への
物資・技術の提供など、地域の助けになればと声
をあげてくれた区内事業所のことです。港南区災害時協力事業所

登
録
は
こ
ち
ら

日限山小学校地域防災拠点運営訓練

災害時協動隊が初参加‼
　日限山小学校にて2月15日、地域防災拠点運営訓練
が行われました。この訓練には「こうなん災害時協働隊」
に登録の花花弁当（庄司さん）、㈱アクセス（宮島さん）、
MINATO㈱（佐俣さん）も参加。それぞれ、避難所の炊き
出しへのアドバイス、発災時の場所提供、保険請求の支
援などを訓練参加者に呼びかけてくれました。また、㈱八
千代ポートリーさんからは物資の提供として、備蓄食にも
使えるたまごスープの差し入れがありました。拠点運営
委員会の齊藤亮さんは「災害時の心強いパートナーとし
て今後も連携していきたい」と話してくれました。

区民・企業・行政が
タッグを組みました‼

段ボールベッド
の組立体験‼

㈱八千代ポートリーが
たまごスープを

差し入れしてくれました‼

10花花弁当
「大規模調理の
ノウハウ提供します」

庄司 直也代表取締役

　個人や企業向けに弁当販売、配達を行ってい
る、港南中央の花花弁当です。私は東日本大震
災の際に物資を届けるために被災地に行きまし
た。そこで避難所の状況を見たことがきっかけ
となり制度に登録にしました。
　当時は弁当屋を始める前だったので、調理の
知識は無かったのですが、今思えば避難所の調
理では衛生の重要性を感じます。大規模調理は
家庭と異なり、厳密な温度管理など衛生面で注
意すべき点が多くあります。そ
うした知識を提供することで、
集団食中毒などのリスクを減ら
せると考えています。また、大
きな調理器具も揃っているの
で、災害時には提供するつもり
です。

　災害時に可能な範囲で地域住民の支援に取
り組む事業所を「こうなん災害時協働隊」とし
て登録する制度―。発足のきっかけは横浜商工
会議所南部支部から「企業のリソースを活かし
災害支援ができる」との投げかけであった。
　昨年12月に㈱八千代ポートリーと㈱キクシ
マがそれぞれ第１号、２号として認定された。現
在は45社が登録しており、発災時の支援を表
明している。

きっかけは横浜商工会議所からの提案

登録の第１号「㈱八千代ポートリー」、
　　　第２号「㈱キクシマ」

左から笠原相談役、栗原区長、菊嶋取締役

協力事業者に配布されるステッカー

協働による
地域づくり

地域と企業が
連携した取組みが、

各地に広がっています‼

　
港
南
区
が
掲
げ
る
「
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
」
。

行
政
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
だ
け
で
は
な
く
、
行
政
と

区
民
、
企
業
等
が
協
力
し
て
よ
り
良
い
地
域
を
目
指
す

独
自
の
取
り
組
み
だ
。
今
年
で
開
始
か
ら
12
年
。
港
南

区
連
合
町
内
会
連
絡
協
議
会
（
区
連
会
）
の
古
屋
会

長
、
髙
森
顧
問
と
栗
原
区
長
に
取
り
組
み
へ
の
思
い
な

ど
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

　
――
最
初
に
提
唱
さ
れ
た

２
０
１
３
年
、
髙
森
顧
問
は

区
連
長
、
区
長
は
地
域
振
興

課
長
で
し
た
。
ど
の
よ
う
な

考
え
で
始
め
た
の
で
す
か
。

　
髙
森
「
当
時
、
私
は
地
域

づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、
行

政
に
全
て
お
願
い
し
て
や
っ

て
も
ら
う
姿
勢
で
は
、
人
口

減
少
・
超
高
齢
化
社
会
を
乗

り
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
。

　
何
も
か
も
行
政
頼
り
に
す

る
の
で
は
な
く
自
分
た
ち
で

で
き
る
と
こ
ろ
は
、
ま
ず
自

分
た
ち
で
や
る
。
そ
し
て
私

た
ち
に
で
き
な
い
部
分
を
行

政
に
担
っ
て
も
ら
う
。
そ
う

い
う
役
割
分
担
が
必
要
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
区
連
会
で
提
案

し
た
の
で
す
が
、
議
論
が
噴

出
し
、
な
か
な
か
ま
と
ま
り

づ
く
り
を
進

め
る
上
で
大

切
な
の
は
担

い
手
で
す
。

そ
こ
で
、
地

域
活
動
者
と

区
役
所
の
職

員
が
一
緒
に

学
べ
る
場
を

作
り
ま
し

た
。
街
に
課

題
を
持
つ

人
々
が
集
ま

り
、
共
有

し
、
解
決
方
法
を
探
る
こ
と

で
互
い
の
学
び
の
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
」

　
――
卒
業
し
た
地
域
活
動

者
は
そ
の
後
、
地
域
内
で
活

躍
し
て
い
ま
す
か
？

　
栗
原
「
卒
業
生
は
２
４
４

人
と
な
り
、
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま

す
。
10
年
目
か
ら
は
、
企
業

も
協
働
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

る
と
の
考
え
か
ら
、
地
域
の

皆
様
に
も
参
加
頂
い
て
い
ま

す
。
卒
業
生
が
『
協
働
に
よ

る
地
域
づ
く
り
』
の
屋
台
骨

と
し
て
街
づ
く
り
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
」

　
――
古
屋
会
長
は
２
０
２

２
年
に
区
連
長
に
な
り
ま
し

た
。
取
り
組
み
に
変
化
は
あ

り
ま
す
か
？

　
古
屋
「
私
は
、
学
び
舎
ひ

ま
わ
り
の
校
長
と
し
て
、
先

輩
た
ち
が
積
み
上
げ
て
く
れ

た
も
の
を
、
引
き
継
ぎ
つ
つ

も
、
深
化
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
昨
年
12
月
に
発

足
し
た
『
こ
う
な
ん
災
害
時

協
働
隊
』
は
、
学
び
舎
ひ
ま

わ
り
の
受
講
生
が
、
“
地
域

の
課
題
を
見
つ
け
て
解
決
す

る
た
め
の
プ
ラ
ン
を
作
る
”

と
い
う
、
卒
業
制
作
が
ヒ
ン

ト
に
な
っ
て
で
き
た
も
の

ま
せ
ん
。
私
は
、
こ
の
こ
と

は
多
数
決
で
決
め
る
も
の
で

は
な
く
、
連
長
全
員
が
納
得

し
て
、
同
じ
方
向
を
向
か
な

け
れ
ば
進
め
ら
れ
な
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
何
度
も

議
論
を
重
ね
、
泊
り
が
け
で

議
論
す
る
場
も
２
回
も
設
け

て
、
よ
う
や
く
、
『
こ
れ
で

や
っ
て
み
よ
う
』
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
」

　
栗
原
「
10
年
以
上
前
に
こ

れ
か
ら
の
社
会
情
勢
や
、
地

域
の
在
り
方
を
考
え
よ
う
と

す
る
髙
森
顧
問
の
姿
に
感
銘

を
受
け
た
の
を
鮮
明
に
覚
え

て
い
ま
す
」

　
――
最
初
に
始
ま
っ
た
の

は
地
域
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
育

成
を
目
的
と
し
た
「
学
び
舎

ひ
ま
わ
り
」
で
し
た
。
当
時

の
こ
と
を
教
え
て
下
さ
い
。

　
髙
森
「
協
働
に
よ
る
地
域

協働による
地域づくり

で
、
一
歩
前
に
進
ん
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
受
講
生
同
士
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
大
事
に
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」

　
――
区
長
は
「
こ
う
な
ん

災
害
時
協
働
隊
」
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
か
？

　
栗
原
「
こ
の
制
度
が
で
き

た
こ
と
で
、
企
業
の
皆
様
が

協
働
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

関
わ
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
な

り
、
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く

り
の
ス
テ
ー
ジ
が
一
段
上

が
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
登
録
事
業
所
の

皆
様
と
地
域
の
皆
様
と
の
見

え
る
関
係
作
り
を
進
め
な
が

ら
、
制
度
を
広
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
――
協
働
に
よ
る
地
域
づ

く
り
は
今
後
ど
の
よ
う
に
進

む
の
で
し
ょ
う
か
。

　
古
屋
「
現
在
で
も
様
々
な

場
所
で
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
月
８

日
に
は
『
元
気
な
地
域
づ
く

り
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
が
開
か

れ
、
各
々
の
取
り
組
み
を
共

有
し
ま
す
。
今
後
は
さ
ら
に

連
携
の
輪
を
広
げ
、
安
心
・

安
全
な
街
を
作
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」

　
栗
原
「
課
長
時
代
に
土
台

が
で
き
、
４
年
前
に
区
長
と

し
て
帰
っ
て
き
た
時
に
は

『
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く

り
』
が
し
っ
か
り
と
根
付
い

て
い
る
こ
と
に
喜
び
を
覚
え

ま
し
た
。
今
後
も
港
南
区
の

文
化
と
し
て
未
来
へ
引
き
継

が
れ
て
い
く
よ
う
に
、
地

域
、
企
業
な
ど
の
皆
様
と

タ
ッ
グ
を
組
ん
で
『
ふ
る
さ

と
港
南
』
を
育
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」

髙森政雄顧問 栗原敏也区長

古屋文雄会長

協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り―

。
区
民・企
業・行
政
等
が一丸
に

｢

港
南
区
の
文
化
と
し
て
未
来
へ｣

（株）カメリアブラン 取締役
中濱舞さん

横浜南法人会 副会長
江塚潔さん

（有）稲村建具 代表取締役
稲村直之さん

　「企業として地域に何かできることはないか」と思う中で、学び舎ひま
わりに参加しました。参加者がグループに分かれて行う「街歩き」が印象
に残っています。毎日、車で通過している場所でも参加者と歩くことで
「この空き地をうまく使えば、人々が交流できるスペースになるのではな
いか」というような発見がありました。これからも「地域にあって、良
かった」と思われる企業を目指して、地域に目を向けていきたいです。

　当時、所属していた商店街連合会からの推薦で、参加しました。私は受
講する中で、地域のお困りごとと解決に結びつく情報をマッチングする仕
組みをつくりたいと考えました。自分のプランについて、他の受講生から
アドバイスをもらったり、他の方のプランを聞いて刺激をもらったりし
て、アイデアがまとまっていきました。参加者同士で学びあえることが学
び舎ひまわりの最大の魅力だと思います。

　私は商工会議所からの推薦で参加しました。参加している地域の皆さ
んの「地域に対する思いの強さ」に驚きました。普段関わらない区民の
方々が地域に対して抱く考えや課題を知ることで企業人としての視野が
広がります。また、企業が持っているノウハウを参加者と共有できると
ころも利点ですね。私が副会長を務める横浜南法人会でも、所属企業に
参加を呼びかけています。

「学び舎ひまわり」は、協働による地域づくりのリーダー育成を目的に2013
年から始まった講座。企業枠の卒業生に話を聞いた。

“協働”の種まきをする
卒業生

Topic③
学び舎
ひまわり

港　 南区「協働による
地域づくり」特別号

さまざまな食材を
運ぶ移動販売‼     

つま正の新鮮野菜！！

笹寿会
岡田 正紀
相談役

小野 順子
会長

　「旬の野菜はある？」「今日は惣菜にしようかしら」「ま
だ、パン残ってるの」―。笹下台団地の住民から構成された
笹寿会（小野順子会長）が中心となり、毎週木曜日に「ささ
げ台マルシェ」を開催している。イオンフードスタイル港南
台店の移動販売に加え、つま正による新鮮野菜の販売、地域
活動ホーム「そよかぜの家」のパン販売に団地住民らが集
い、いこいの場になっている。
　団地住民の高齢化により、孤立や買い物難民などの課題が
出てきた。２０２０年から移動販売等を呼び、それに合わせ
てカフェなどを設けて、住民が交流する取り組みが行われて
いる。地域のNPO法人メンタルサービスネットワークの利
用者もボランティアで設営を手伝うなど地域の輪が広がって
いる。小野会長は「皆で協力して活動を継続していきたい」
と笑顔で話す。

移動販売等で
｢まちを元気に｣

Topic①
笹下地区

複数施設・団体が協力

どれがいいかな？

｢街と企業 上手な
タッグで ５･７･５｣

Topic②
港南台地区

我が暮らし
 君の笑顔が
　あってこそ

どうなんだい
 やっぱり住むなら
    こうなんだい

　「夫婦愛　何にも勝る　長寿薬」「ひまごちゃん　あいを
もらって　おかねとぶ」「夢を見て　初めて気付く　地元
愛」「大掃除　年々手を抜く　老夫婦」―。港南台エリアで
初めて行われた「港南台川柳大会２０２４」のテーマは
「愛」。２４５点の応募があった。
　主催したのは、港南台地区センター、港南台コミュニティ
ハウス、蓬莱荘、港南台地域ケアプラザ。実施にあたって、
港南台連合自治会（川島千春会長）や港南台商店会（安藤佳
之会長）に協力を仰ぎ、地域企業など１７社が協賛、広報な
どの支援を行った。
　企画を主導的に進めた港南台地区センターの谷田貝雪絵副
館長によると「様々な企業団体がつながったことで面白さが
生まれた」という。企画をきっかけに、施設の利用者や店舗
への来店者が増えた。谷田貝さんは「今後も施設、地域、企
業が協力し連携を強化していきたい」と話した。

スポーツ感覚でごみ拾い
〜地域の事業所も一緒に〜

Topic④
芹が谷地区

　芹が谷連合自治会（飯島英夫会長）と芹が谷地区社
会福祉協議会（小池雅子会長）が共催する「クリーン
スポーツ大会」は今年で11回目の開催を迎えた。
「連合のみんなが参加できるようなイベントを開催し
たい」という思いのもとに、飯島会長が中心となって
立ち上がった同大会。参加者は５人以内のチームでご
みを集め、その量を競う。参加者は会話や街歩きを楽
しみながら、ごみ拾いに取り組んだ。
　今年は障害者施設の「芹が谷やまゆり園」と地域作
業所の「フラワーロード」が初参加。日頃から積極的
に地域活動を行っている。どちらも芹が谷地区内の事
業所で、小池会長は「イベントを企画するとき、よく
近隣の事業所にはお声がけしています。地域に馴染ん
でいただく機会を提供できれば」という。地域みんな
で楽しんだイベントとなった。

よく探すと、意外にごみがあるな

これで何キロかな？




